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大学四年生の初夏、大学院の進学先を宇宙研にしようと考え西田先生をお訪ねしました。暫

くお話しした後、西田先生が“では、君の指導に当たられる先生はこの方です”と宣言され、そ

れまで窓際のソファでこちらに背を向けて座っておられた真っ白のワイシャツを着た方が振り向

かれました。それが鶴田先生です。それから１０年以上にわたってブーメラン法の開発に関わる

ことになりました。 

私は主に、このシステムのリシウムイオン銃、電子銃を担当しています。修士二年の夏にＳ−

３１０−１３号機で最初のブーメランの検証試験を行いましたが、検出器の放電により失敗、博士

一年の夏にはＳ−５２０−７号機で検証試験をしましたが、この時はビームの方向を決めるために

搭載していたＧＡからＥＦＤに送られる信号の遅延を考慮していなかったために明後日の方向に

ビームを打って失敗、博士二年の冬にはＫ−９Ｍ−７９号機で検証実験をしましたが搭載していた

プロセッサー（MC68000）が飛行途中のノイズでリセットがかかり失敗、ついに結果が出ぬまま博

士課程の三年に突入しました。これまでの失敗を踏まえ、冗長のため２つのシステムを積み、シ

ステムの不安定を排除すべく全て論理回路だけで組み上げられたＥＦＤ−Ｂは１９８７年の冬の

日に内之浦から打ち上げられました。私は横浜の自宅で知らせを待っていましたが、打ち上げて

時間もたつのに電話がありません。何時間かしてから鶴田先生から“今度はどうやら、うまく行

ったようだよ”との電話があり、家内と二人で胸を撫で下ろしました。コンテナに入れられてい

たＭＴが駒場に届くのに一週間、朝コンテナを空けてＭ１８０の読み取り装置にかけると、夕方

には私が博士論文で使った主要な結果はバーサテックから出力されていました。（実は昼頃には大

体結果が出ていたのですが、スムースに繋がらない結果があり、早川さんと検討していて最後に、

ある４ビットのデータのＭＳＢとＬＳＢを逆に読んでいたことが判りました。）すぐに西田先生と

実験主任の河島先生に出力をもって報告に行き、河島先生は“こんなにうまく行ったのがすぐ判

っていたら記者会見でもっと宣伝するのだった”と満足そうに仰有いました。 

博士四年の１０月に無事この結果を纏めた博士論文を通過させて頂き、その月の末にはこの

技術をＥＳＡに伝達するためマックスプランク研究所に行き三年近くガーヒングで過ごしました。

この成果はクラスターⅡでＥＤＩシステムとして多くの成果を出しました。日本ではＥＸＯＳ−

Ｄとジオテイルに搭載されて稼働することになります。 

正直に申し上げるとジオテイルでのＥＦＤ—Ｂは必ずしもうまく行ったとは言えません。その

最大の問題はジオテイルのＥＦＤ—Ｂシステムが磁気圏の電場の時間変動がそれ程速くない事を

前提に設計されていたことだと思います。ＥＦＤ−Ｂのビーム方向制御はジオテイルのスピン周期

（四秒）毎にフィードバックをかけており、スピン周期より速い電場の変動があるとビームを正

しい方向に送り続けられません。実際には磁気圏、特にローブでの電場時間変動はもっと速かっ

た為にＥＦＤ−Ｂではあまり多くの成果を挙げられませんでした。逆に電場がその様な速い時間変

動成分を持つ事が理解出来たわけです。クラスターⅡのＥＤＩではこの点を克服して、多くの成

果を出すことが出来ました。 

最終的に大変難しい実験に加わったわけですが、この実験から私は失敗することの大切さ、

そしてそれを一つずつ克服して結果を得ることの大事さを学びました。ＥＦＤ−Ｂに関わった鶴田

先生、早川さん、私は期せずして火星探査、水星探査、金星探査の責任者となりましたが、再び

惑星探査の難しさ、厳しさを味わうことになります。金星探査機“あかつき”は傷つきながらも

今年の１２月にもう一度金星軌道投入にチャレンジします。どうか、我々がこの与えられたチャ

ンスを活かし、また早川さんの率いる BepiColombo チームが水星において成功を収められること

を祈ります。 
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